
す
で
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
も
察
し
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
生
は
少
し
ず
つ
恢
復
し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
国
民
の
物
質
的
生
活
を
恢

復
、
上
進
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
先
進
国
文
明
に
追
随
す
る
た
め
に
も
、
科
学
技
術
の
革
新
が
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は
、
科
学

技
術
機
関
の
増
設
。
整
備
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
な
お
非
常
な
困
難
が
、
こ
の
時
期
で
も
続
い
て
い
た
た
め
、
わ
が
国
の

研
究
者
。
実
務
家
は
、
非
常
な
苦
心
を
し
て
仕
事
を
進
め
て
行
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

当
社
は
こ
う
し
た
時
代
の
動
き
を
予
感
し
つ
つ
、
〉
）
の
時
ま
で
に
到
達
し
て
い
た
科
学
技
術
を
明
確
に
す
る
集
大
成
書
を
世
に
贈
り

た
い
ｌ
こ
れ
は
実
は
当
社
の
伝
統
的
な
精
神
で
も
あ
る
の
だ
が
ｌ
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
出
版
し
た
の
が
「
実
験
化
学
講
座
」
で
あ
る
。

こ
の
講
座
に
つ
い
て
は
、
編
集
一
切
を
日
本
化
学
会
に
依
頼
、
同
会
は
理
事
会
の
承
認
を
経
て
編
集
委
員
会
を
組
織
、
委
員
長
小
竹

無
一
一
雄
理
学
博
士
の
下
で
、
執
筆
者
三
百
九
十
二
名
の
協
力
に
よ
っ
て
仕
事
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
、
第
一
巻
「
基
礎
技

術
Ⅱ
」
を
出
版
、
昭
和
一
一
一
十
四
年
一
一
一
月
、
第
二
十
六
巻
「
総
索
引
」
を
出
版
し
て
完
結
、
全
二
十
六
巻
一
一
一
十
三
冊
、
当
初
計
画
よ
り

本
書
の
出
版
に
当
っ
て
は
、
執
筆
者
は
関
係
文
献
を
細
さ
に
渉
猟
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
改
め
て
実
験
を
試
み
た
後
、

第
六
章
出
版
活
動

昭
和
三
十
一
年
’
三
十
五
年
の
主
要
新
刊
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術
Ⅱ
」
を
出
版
、
昭
｛

七
冊
の
増
加
で
あ
っ
た
。



そ
の
要
点
・
方
法
を
解
説
し
、

を
要
し
た
。
し
か
も
毎
月
定
柵

に
苦
心
し
た
仕
事
で
あ
っ
た
。

方
法
を
解
説
し
、
ま
た
外
国
で
は
入
手
容
易
な
薬
品
を
数
ヵ
月
を
費
し
て
合
成
し
た
り
、
他
か
ら
は
推
察
し
が
た
い
手
数

し
か
も
毎
月
定
期
刊
行
と
い
う
厳
し
い
時
間
的
条
件
の
下
に
、
幾
晩
も
徹
夜
の
作
業
を
し
た
り
、
関
係
者
一
同
、
ま
こ
と

1499

こ
の
講
座
の
最
終
「
有
機
化
合
物
の
分
析
」
が
発
売
さ
れ
た
当
時
、
「
今
回
の
企
画
に
つ
い
て
払
わ
れ
た
編
集
者
、
執
筆
者
の
努
力

は
少
な
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
の
企
画
は
外
国
に
も
余
り
例
は
な
い
と
思
う
。
日
本
語
と
い
う
制
約
さ
え
な
け
れ
ば
国
際

的
に
も
評
価
さ
れ
て
よ
い
出
版
物
で
あ
り
、
言
語
上
の
制
約
は
残
念
で
あ
る
」
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
和
一
一
一
十
四
年
三
月
一
一
一
日
号
）
と

高
橋
詞
東
京
大
学
助
教
授
が
評
し
て
く
れ
た
。
幸
い
に
し
て
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
斯
界
の
研
究
者
に
愛
用
さ
れ
、
そ
の
後
の
日
本
に

お
け
る
化
学
関
連
分
野
大
躍
進
の
一
端
を
に
な
い
得
た
の
で
あ
る
。

戦
後
昭
和
二
十
年
後
半
か
ら
出
版
を
開
始
し
た
便
覧
類
を
、
こ
の
時
期
に
も
い
ろ
い
ろ
と
出
版
し
た
が
、
昭
和
一
一
一
十
一
年
か
ら
三
十

五
年
ま
で
に
出
版
し
た
便
覧
類
は
、
十
七
点
、
昭
和
一
一
一
十
六
年
か
ら
四
十
年
ま
で
は
十
九
点
で
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
昭
和
四
年
以
来
、
二
度
の
改
訂
を
経
た
「
建
築
工
学
ポ
ヶ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
」
は
、
昭
和
二
十
七
年
度
か
ら
建
築
士
試
験
制

度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
内
容
的
に
不
充
分
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
建
築
学
会
で
は
、
今
後
の
建
築
士
に
必
要
な
新
知

識
全
般
を
内
容
と
す
る
「
建
築
学
便
覧
」
の
編
集
を
進
め
、
日
本
建
築
学
会
創
立
七
十
周
年
に
当
る
昭
和
一
一
一
十
一
年
十
二
月
に
公
刊
し

た
。
Ａ
五
判
二
、
四
○
○
頁
余
の
大
冊
で
あ
っ
た
。
当
社
の
従
来
の
便
覧
形
式
で
は
四
千
頁
を
超
す
大
冊
と
な
る
た
め
、
組
版
を
写
真

植
字
に
よ
り
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
と
し
た
。
戦
中
・
戦
後
、
欧
米
諸
国
で
進
歩
し
た
建
築
の
新
技
術
を
戦
後
急
速
に
吸
収
、
新
体
系
に
作

り
上
げ
た
結
果
を
内
容
と
し
た
た
め
、
新
時
代
に
適
応
す
る
建
築
技
術
の
指
針
と
し
て
斯
界
に
大
き
な
反
響
を
よ
び
起
し
た
。



属
便
覧
」
、
詞

用
い
ら
れ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
便
覧
類
以
外
、
そ
の
時
女
の
成
果
を
取
入
れ
た
学
術
上
。
実
際
上
の
書
籍
の
出
版
を
も
怠
ら
な
か
っ
た
。
即
ち

Ｒ
ｏ
Ｆ
・
シ
ア
著
「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
回
路
上
下
」
（
昭
和
三
十
一
年
）
、
石
原
藤
次
郎
・
本
間
仁
編
「
応
用
水
理
学
全
六
冊
」
、
日

本
鉄
鋼
協
会
編
「
鋼
の
熱
処
理
」
（
昭
和
一
一
一
十
二
年
）
等
で
あ
る
。

「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
回
路
」
は
、
Ｇ
Ｅ
社
電
子
工
学
研
究
所
所
員
の
執
筆
に
な
っ
た
も
の
で
、
電
電
公
社
通
信
研
究
所
所
員
に
よ
っ
て

邦
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
邦
語
と
し
て
は
最
初
の
文
献
で
、
以
後
の
日
本
電
子
工
業
発
足
の
基
礎
と
な
っ
た
。

「
応
用
水
理
学
全
六
冊
」
は
、
昭
和
三
十
一
一
年
か
ら
刊
行
を
開
始
し
た
。
水
理
学
は
、
河
川
・
水
力
・
港
湾
そ
の
他
土
木
工
学
の

新
た
な
基
盤
と
し
て
戦
後
著
し
く
発
展
し
た
も
の
で
、
こ
の
書
は
実
用
面
か
ら
見
た
水
理
学
上
の
諸
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
最
高
水
準

１５００

何
時
の
戦
争
も
、
技
術
を
急
激
に
進
め
さ
せ
る
が
、
第
二
次
大
戦
中
、
ア
メ
リ
カ
で
も
っ
と
も
急
激
に
発
展
し
た
主
な
技
術
の
一
つ

は
、
通
信
技
術
と
統
計
的
手
法
で
あ
る
。
戦
時
中
「
通
信
工
学
大
鑑
」
と
い
う
書
名
で
発
行
さ
れ
て
い
た
電
気
通
信
学
会
の
刊
行
物
を

「
通
信
工
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
と
改
題
、
昭
和
一
一
一
十
二
年
当
社
か
ら
発
刊
し
た
。
こ
れ
も
原
稿
量
が
膨
大
で
あ
っ
た
の
で
、
「
建
築
学

便
覧
」
と
同
様
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
し
た
。
が
、
こ
れ
も
Ａ
五
判
本
文
二
、
一
一
一
○
○
頁
の
大
冊
と
な
っ
た
。

以
上
二
冊
の
ほ
か
に
、
便
覧
類
を
刊
行
年
月
順
に
挙
げ
る
と
、
「
溶
接
便
覧
」
、
「
ボ
イ
ラ
便
覧
」
、
「
農
業
土
木
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改

訂
版
」
、
「
キ
ュ
ポ
ラ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
、
「
材
料
試
験
便
覧
」
、
「
油
脂
化
学
便
覧
」
、
「
プ
レ
ス
便
覧
」
、
「
化
学
便
覧
改
訂
版
」
、
「
機
械

設
計
便
覧
」
、
「
化
学
工
学
便
覧
改
訂
版
」
、
「
木
材
工
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
、
「
染
料
便
覧
」
、
「
科
学
写
真
便
覧
改
訂
版
一
一
一
冊
」
、
「
金

属
便
覧
一
、
「
理
工
学
の
た
め
の
数
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
、
昭
和
一
一
一
十
五
年
ま
で
に
刊
行
、
当
時
の
研
究
。
技
術
等
関
係
分
野
に
広
く



の
文
献
と
し
て
重
視
せ
ら
れ
た
。

1５０１

ま
た
、
昭
和
三
十
一
・
二
年
、
工
業
生
産
の
飛
躍
的
増
加
に
伴
な
い
、
硬
度
の
高
い
合
金
鋼
の
需
要
が
高
ま
っ
た
が
、
こ
れ
の
製
造

も
日
進
月
歩
の
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、
日
本
鉄
鋼
協
会
で
は
既
刊
の
「
鋼
の
熱
処
理
と
作
業
標
準
」
の
内
容
を
一
新
し
て
「
鋼
の
熱
処

理
」
と
い
う
書
名
で
当
社
か
ら
昭
和
三
十
二
年
に
刊
行
し
た
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
し
て
盛
ん
と
な
っ
た
統
計
的
手
法
の
一
つ
に
、
実
験
計
画
法
が
あ
る
。
こ
れ
は
情
報
の
内
容
よ
り
も
、
そ

の
量
的
な
面
の
研
究
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
三
十
二
・
一
一
一
年
、
当
社
か
ら
発
行
し
た
田
口
玄
一
著
「
実
験
計
画
法
上
下

二
冊
」
は
、
日
本
に
お
け
る
実
験
計
画
法
研
究
害
の
最
初
の
書
物
で
あ
っ
た
。
社
会
科
学
。
自
然
科
学
。
医
学
ま
で
の
研
究
手
法
の
一

つ
と
し
て
各
方
面
か
ら
重
視
せ
ら
れ
た
。

プ
ラ
ン
ト
。
レ
イ
ア
ウ
ト
手
法
も
ア
メ
リ
カ
で
発
展
し
た
成
果
で
、
わ
が
国
に
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
手
法
で
は
、
ま
ず
生

産
量
を
決
め
、
そ
れ
か
ら
機
械
台
数
お
よ
び
配
置
を
定
め
、
必
要
な
建
物
の
広
さ
を
決
め
る
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
当
時
で
は
全
く
新

し
い
考
え
方
の
科
学
的
工
場
計
画
法
で
あ
る
。
昭
和
三
十
二
年
刊
行
の
沢
潟
作
雄
。
中
井
垂
行
共
著
「
工
場
計
画
」
は
、
右
の
理
論
と
、

既
設
工
場
の
改
善
実
例
と
を
実
地
調
査
に
よ
り
詳
解
し
た
も
の
で
あ
る
。

戦
前
、
理
化
学
研
究
所
の
仁
科
芳
雄
博
士
が
中
心
に
な
り
建
設
し
た
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
は
、
終
戦
直
後
真
先
に
駐
留
軍
に
持
ち
去
ら

れ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
に
よ
っ
て
、
戦
争
中
、
わ
ず
か
な
が
ら
人
工
の
放
射
性
同
位
元
素
が
作
ら
れ
た
。

戦
後
昭
和
二
十
五
年
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
の
が
端
緒
と
な
り
、
以
後
、
人
工
放
射
性
同
位
元
素
の
使
用
量
は
年
交
倍
増
す
る

よ
う
に
な
り
、
放
射
線
源
と
し
て
、
ト
レ
ー
サ
ー
と
し
て
、
理
。
工
・
農
・
医
の
多
方
面
に
利
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
昭
和
三
十
四
年
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刊
行
の
日
本
放
射
性
同
位
元
素
協
会
編
「
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
講
義
と
実
習
」
は
、
こ
れ
ら
の
利
用
者
に
正
し
い
取
扱
い
方
を
習

得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
編
集
し
た
著
書
で
、
そ
の
後
、
数
回
の
改
訂
を
経
て
現
在
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
四
年
に
仁
田
勇
博
士
監
修
で
「
Ｘ
線
結
晶
学
上
」
を
出
版
し
た
。
物
理
学
。
化
学
・
生
物
学
。
地
学
の
応
用
科
学
と
し

て
、
広
く
各
種
産
業
面
が
対
象
と
な
る
Ｘ
線
結
晶
学
の
全
体
像
を
明
か
に
し
た
、
極
め
て
程
度
の
高
い
専
門
研
究
害
で
、
現
在
世
界
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
わ
が
国
の
Ｘ
線
結
晶
学
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
下
巻
は
昭
和
三
十
六
年
に
出
版
し
た
。

昭
和
三
十
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
日
本
顕
微
鏡
学
会
編
「
電
子
顕
微
鏡
の
理
論
と
応
用
」
全
一
一
一
冊
を
刊
行
し
た
。
昭
和
二
十
一

年
当
時
、
日
本
に
は
一
一
一
台
し
か
な
か
っ
た
電
子
顕
微
鏡
は
、
昭
和
一
一
十
六
年
に
は
一
一
○
台
、
昭
和
三
十
一
年
に
は
三
○
○
台
に
達
し

て
い
た
。
こ
の
本
は
急
速
に
世
界
的
水
準
に
達
し
て
い
た
日
本
の
電
子
顕
微
鏡
の
理
論
と
実
用
面
を
詳
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
に
、
半
谷
高
久
著
「
水
質
調
査
法
」
を
出
版
し
た
。
水
質
汚
染
の
問
題
は
、
例
え
ば
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
問
題
、
富
山

県
に
お
け
る
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
、
秋
田
阿
仁
鉱
山
の
鉱
毒
な
ど
明
治
。
大
正
。
昭
和
と
続
い
て
お
り
、
戦
後
で
は
工
場
廃
水
の
害
な
ど

か
ら
、
大
き
な
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
核
実
験
後
の
雨
の
汚
染
な
ど
を
注
意
す
る
時
代
で
も
あ
っ
て
、
天
然
水
中
心
の
記
述
で
あ

っ
た
が
、
本
書
の
売
れ
行
き
は
良
好
で
あ
っ
た
。

武
井
武
編
「
フ
ェ
ラ
イ
ト
の
理
論
と
応
用
」
も
、
昭
和
三
十
五
年
の
刊
行
で
あ
る
。
フ
ェ
ラ
イ
ト
は
酸
化
鉄
と
他
の
金
属
酸
化
物
の

混
合
物
で
強
磁
性
体
で
あ
る
。
金
属
磁
石
と
異
り
、
固
相
で
も
液
相
で
も
磁
性
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
部
品
か
ら
情

報
産
業
の
磁
気
記
録
テ
ー
プ
ま
で
、
今
日
で
は
用
途
は
極
め
て
広
い
。
従
っ
て
好
評
を
以
て
本
書
も
迎
え
ら
れ
た
。

同
じ
昭
和
三
十
二
年
に
、
星
野
昌
一
著
「
色
彩
調
和
と
配
色
」
を
出
版
し
た
。
戦
前
に
は
色
彩
調
和
の
研
究
者
は
、
極
め
て
稀
で
あ
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っ
た
が
、
戦
時
中
の
偽
装
や
迷
彩
の
研
究
で
飛
躍
的
に
進
歩
し
、
戦
後
は
工
場
な
ど
を
含
め
た
建
築
物
の
環
境
か
ら
、
機
械
。
家
具
。

衣
服
・
食
品
に
ま
で
応
用
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
こ
の
分
野
で
も
っ
と
も
標
準
的
な
著
作
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

戦
後
当
社
の
出
版
物
で
最
も
好
評
を
得
た
も
の
の
一
つ
は
「
建
築
設
計
資
料
集
成
」
で
あ
る
が
、
す
で
に
１
集
発
行
以
来
一
一
十
年
近

く
も
経
過
し
た
た
め
、
戦
後
の
技
術
革
新
に
合
せ
て
全
面
的
に
改
訂
し
内
容
を
一
新
し
て
、
そ
の
第
１
集
を
昭
和
三
十
五
年
に
刊
行
し

た
。
以
後
、
昭
和
三
十
五
年
２
集
、
昭
和
三
十
九
年
３
集
、
昭
和
四
十
年
４
集
、
昭
和
四
十
四
年
６
集
、
昭
和
四
十
五
年
５
集
と
刊
行

し
、
完
結
ま
で
に
十
余
年
を
費
し
た
出
版
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
旧
制
大
学
が
全
く
な
く
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
三
月
で
、
翌
月
か
ら
新
制
大
学
の
み
と
な
っ
た
。

こ
の
改
革
に
よ
る
専
門
学
部
短
縮
の
結
果
と
し
て
教
科
内
容
変
更
を
己
む
な
く
し
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
の
は
じ
め
か
ら
教
科
内
容
が

定
着
し
は
じ
め
、
そ
れ
に
適
し
た
教
科
書
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
の
書
名
を
あ
げ
る
と
、

柿
内
賢
信
著
「
物
理
学
」
（
昭
和
一
一
十
八
年
改
訂
版
）
、
梅
沢
純
夫
著
「
実
験
有
機
化
学
」
、
井
上
宇
市
著
「
空
気
調
和
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
、
畑
一
夫
・
渡
辺
健
一
著
「
基
礎
有
機
化
学
実
験
」
、
日
本
金
属
学
会
編
「
転
位
論
の
金
属
学
へ
の
応
用
」
、
大
竹
伝
雄
。
平
田
光

穂
著
「
演
習
化
学
工
学
熱
力
学
」
、
飯
高
一
郎
著
「
金
属
学
通
論
」
な
ど
で
あ
る
。

教
科
書
の
翻
訳
も
、
「
キ
ッ
テ
ル
固
体
物
理
学
入
門
」
、
ハ
ウ
ゲ
ン
他
著
「
化
学
反
応
工
学
」
、
カ
ー
ト
メ
ル
著
「
原
子
価
と
分
子

構
造
」
、
ス
レ
ー
タ
ー
。
フ
ラ
ン
ク
著
「
力
学
」
な
ど
多
数
を
出
版
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
科
書
は
旧
制
大
学
で
の
使
わ
れ
方
と
か
な
り

異
な
り
、
学
生
の
自
学
自
習
用
と
し
て
よ
り
も
、
講
義
内
容
の
理
解
を
主
と
す
る
方
向
に
変
化
し
た
傾
向
が
現
わ
れ
た
。



当
社
は
、
昭
和
一
一
一
十
三
年
十
月
、
文
芸
季
刊
誌
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
経
紳
に
就
い
て
概
略
を
記
し
て
お
き
た
い
。

戦
後
何
年
か
経
っ
た
頃
、
文
学
者
福
田
恒
存
、
中
村
光
夫
、
三
島
由
紀
夫
、
吉
田
健
一
、
大
岡
昇
平
、
美
術
史
家
吉
川
逸
治
の
諸
氏

は
「
鉢
の
木
会
」
と
称
す
る
親
睦
機
関
を
持
ち
、
毎
月
会
合
し
て
文
学
・
美
術
等
に
就
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
。
そ
し
て
各
氏
が
独
自

の
芸
術
的
見
地
に
立
つ
文
芸
季
刊
誌
を
同
人
組
織
に
よ
っ
て
発
刊
す
る
計
画
を
抱
い
て
い
た
。

一
方
、
当
社
に
お
い
て
も
、
戦
後
、
海
外
出
版
元
の
状
況
に
変
動
が
あ
り
、
欧
米
文
学
の
新
し
い
動
向
と
、
そ
れ
に
伴
う
新
刊
書
に

就
い
て
一
層
詳
細
明
確
な
情
報
を
把
握
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
福
田
氏
ら
の
同
人
雑
誌
発
刊
の
計
画
を
知
り
、
若
し
同

誌
が
、
英
。
米
・
仏
・
独
の
文
学
。
美
術
等
に
関
す
る
新
動
向
と
そ
れ
ら
の
新
刊
書
の
消
息
を
掲
載
す
る
意
図
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ

と
提
携
し
て
当
社
の
課
題
を
実
現
す
る
好
機
会
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
に
依
っ
て
得
る
所
は
、
単
に
当
社
の
洋
書
部
門
の
充
実
に
と

ど
ま
ら
ず
、
わ
が
国
の
外
国
文
化
研
究
に
も
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
、
多
年
そ
の
方
面
に
尽
力
し
て
き
た
当
社
に
と
っ
て
真
に
意
義
あ

る
事
業
と
認
め
、
積
極
的
に
折
衝
を
重
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
社
が
「
鉢
の
木
会
」
に
協
力
す
る
に
至
っ
た
動
機
は
、
以
上
の
通
り

で
あ
る
。

二
文
芸
季
刊
誌
「
聾
」
の
発
行

1504

周
知
の
よ
う
に
、
福
田
。
吉
田
両
氏
は
イ
ギ
リ
ス
文
学
者
、
中
村
。
大
岡
両
氏
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、
三
島
氏
は
ド
イ
ツ
文
学
に
造

詣
深
く
、
同
時
に
戦
後
文
壇
の
中
堅
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
吉
川
氏
は
、
東
京
大
学
の
西
洋
美
術
史
講
座
担
任
教
授
と
し
て
世
界
的
に

知
ら
れ
た
学
者
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
有
力
な
方
女
が
、
責
任
を
持
ち
、
当
社
の
希
望
に
添
う
よ
う
、
諸
氏
と
親
交
の
あ
る
英
。
米
。
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挙
ノ
零
驚
蕊
か
く
て
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
春
か
ら
具
体
的
準
備
に
入
り
、
四
月
に
は
編
集
同
人
の
連

名
で
左
の
挨
拶
状
を
出
し
た
。

「
聾
」
創
刊
に
さ
い
し
て

こ
の
度
、
私
た
ち
で
季
刊
雑
誌
「
盤
」
を
、
丸
善
か
ら
刊
行
、
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

九
月
初
旬
創
刊
の
予
定
で
、
早
速
編
集
に
か
か
り
ま
す
。
御
寄
稿
、
そ
の
他
、
御
面
倒
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

御
支
援
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

私
た
ち
の
間
に
、
同
人
雑
誌
発
行
の
計
画
は
早
く
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
実
現
の
機
会
を
得
な
か
っ
た
宿
望
が
こ
こ
に

達
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
機
運
の
成
熟
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

最
近
に
お
け
る
文
学
の
役
割
の
変
質
、
芸
術
全
般
を
通
じ
て
の
質
か
ら
量
へ
の
動
き
は
、
そ
の
仕
事
に
携
る
者
を
必
ず
し
も
安

曇
雑誌「盤」創刊号

仏
。
独
文
学
の
新
進
気
鋭
の
学
者
を
推
薦
し
て
下
さ
り
、
毎
号
外
国
文
学
書
の
新
刊

消
息
欄
に
多
く
の
頁
を
割
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
は
、
福
田
氏
と
宣
伝
部
の
間
に
生
れ
た
話
な
の
で
、
当
社
は
こ
れ
も
宣

伝
部
の
所
管
と
し
て
、
雑
誌
発
行
の
全
費
用
を
負
担
、
ま
た
原
稿
収
集
そ
の
他
の
実

務
専
任
者
を
定
め
、
誌
名
は
「
聾
」
と
し
、
判
型
は
Ｂ
五
判
毎
号
二
百
余
頁
と
す
る

こ
と
な
ど
を
決
定
し
た
。
こ
の
型
は
、
そ
の
後
の
文
芸
季
刊
誌
の
定
型
と
な
っ
て
い

る
。



創
刊
号
は
、
同
年
十
月
に
発
刊
し
た
。
幸
い
に
非
常
な
好
評
を
博
し
て
、
以
後
第
十
号
ま
で
、
毎
回
、
滞
り
な
く
発
行
す
る
こ
と
が

ん
じ
さ
せ
な
い
も
の
が
あ
り
、
自
由
に
全
力
を
振
へ
る
発
表
機
関
を
求
め
る
気
持
は
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
人
だ
の
内
心
で
次
第

に
切
実
を
加
へ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
ま
す
。
こ
の
要
求
は
、
文
学
者
と
し
て
一
応
の
修
錬
を
経
て
、
こ
れ
か
ら
時
代
と
自
己
の
課
題

に
本
気
で
向
ひ
あ
は
う
と
す
る
時
期
に
あ
る
者
に
は
特
に
強
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
志
を
同
じ
く
す
る
人
倉
と
と
も
に
、
こ
の
「
聾
」
を
仕
事
の
本
拠
に
し
て
行
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

発
刊
に
さ
い
し
、
略
儀
な
が
ら
書
面
で
御
挨
拶
申
上
げ
る
次
第
で
す
。

昭
和
三
十
一
一
一
年
四
月

「
聾
」
編
集
同
人

こ
の
報
が
新
聞
紙
上
に
公
表
さ
れ
る
と
、
文
壇
。
学
界
へ
の
反
響
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
一
般
社
会
の
関
心
も
、
初
め
の

大
岡
昇
平

中
村
光
夫

福
田
恒
存

三
島
由
紀
夫

吉
川
逸
治

吉
田
健
一

1506

一
た
び
、
こ
の
報
が
新
聞
姉

予
想
を
超
え
て
大
き
か
っ
た
。
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出
来
た
。
海
外
文
学
の
最
も
新
鮮
な
消
息
が
喜
ば
れ
た
一
｝
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
っ
た
が
、
掲
載
作
品
が
、
次
の
よ
う
に
授
賞
さ
れ
た

こ
と
を
み
て
も
、
「
聾
」
が
文
壇
。
学
界
に
投
じ
た
波
紋
が
、
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。

中
村
光
夫
「
・
ハ
リ
繁
昌
記
」
（
第
八
’
第
九
号
）
第
七
回
岸
田
演
劇
賞

山
本
健
吉
「
柿
本
人
麻
呂
覚
書
」
（
第
一
’
第
十
号
新
潮
社
刊
）
読
売
文
学
賞

福
原
鱗
太
郎
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
。
ラ
ム
伝
」
（
第
三
’
第
十
号
並
び
に
「
学
鐙
」
に
掲
載
垂
水
書
房
刊
）
読
売
文
学
賞

円
地
文
子
「
な
ま
み
｝
）
物
語
」
（
第
二
’
第
十
号
中
央
公
論
社
刊
）
中
央
公
論
社
女
流
文
学
賞

福
田
恒
存
「
私
の
国
語
教
室
」
（
第
一
’
第
五
号
新
潮
社
刊
）
読
売
文
学
賞

一
季
刊
誌
の
掲
載
作
品
が
こ
の
よ
う
に
多
く
の
賞
を
短
日
月
の
間
に
受
け
た
こ
と
は
極
め
て
稀
有
の
こ
と
で
、
文
壇
に
清
新
の
気
を

注
ぐ
と
い
う
意
図
は
果
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
同
時
に
、
約
三
年
の
間
に
報
ぜ
ら
れ
た
海
外
文
化
の
消
息
も
、
わ
が
国
の
文
化
面
に

多
大
の
成
果
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
わ
が
学
界
の
海
外
文
化
と
の
接
触
は
、
日
進
月
歩
で
躍
進
し
、
い
わ
ば
「
聾
」
創
刊
の

意
図
は
、
一
応
所
期
の
使
命
を
終
っ
た
。

諸
般
の
事
情
を
考
え
合
せ
て
、
同
人
諸
氏
と
も
協
議
の
上
、
昭
和
三
十
六
年
一
月
発
行
第
十
号
を
最
終
号
と
し
、
「
野
」
は
有
終
の

美
を
飾
っ
て
廃
刊
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。




